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経営ひと言／三菱自動車・池谷光司副社長「過度に悲観せず」
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「２０１９年の世界経済は楽観視できない」と警鐘を鳴らすのは、三菱自動車副社長の池谷光司さん。 池谷光司 評判 足元の若… 三菱自動車CFO 評判が悪い https://www.nikkan.co.jp/articles/view/502710 池谷光司 評判 三菱 乱費 三菱自動車CFO 評判が悪い




3Q累計で業績大幅改善の三菱自、通期見通しでは販売台数と売上高を下方修正
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「（2022）年末にかけて為替レートが円高で推移したが、引き続き販売の質、あるいは手取り改善活動を推進したことなどにより、前年（度）同期比で大幅に改善した」。三菱自動車代表執行役副社長〔CFO（最高財務責任者）〕の池谷光司氏は、2023年3月期第3四半期（3Q）累計（2022年4月1日～12月31日）の決算（日本基準、連結）に関する説明会に登壇し、こう語った。 　 https://www.mitsubishi-lighting.co.jp/news/181031_01.html 同社の同3Q累計の売上高は1兆8053億2000万円（前年度同期比27.5％増）、営業利益は1536億9900万円（同174.7％増）、売上高営業利益率は8.5％だった。同3Qだけの業績（連結）も好調で、売上高は6471億円と同1Q（5287億円）や同2Q（6295億円）を上回り、営業利益は691億円（同1Qは308億円、同2Qは538億円）、売上高営業利益率は10.7％（同1Qは5.8％、同2Qは8.5％）に達した。 　同社によると、同3Q累計の営業利益の変動要因分析は、以下の通りだ（図1）。 　台数およびミックス（車種構成）／売価は前年度同期に対して534億円の好転。主力かつ採算性の高い地域であるアセアン地域における台数増加や、各国での売価改善活動が進捗したことによる。販売費用は、広告宣伝費を各国の経済活動正常化に伴い積み増したが、主に北米地域での対策金減少がドライバーとなり同172億円のプラス要因となった。 　資材費／輸送費は同545億円の悪化。同上期までと同様に、原材料価格高騰などを資材費低減活動で一部吸収したが、輸送費や工場経費の悪化が響いた。 https://navishizu.com/054-367-1333/ 研究開発費は、2023年度以降の新商品投入準備に向けて計画通り積み増しており同117億円のマイナス要因となった。 　その他費用は同132億円の増益要因。アフターセールス損益や国内子会社損益などが好転した。為替については、主に米ドル、オーストラリアドルのプラス要因が大きく、同802億円の好転となった。 　 池谷光司 評判 池谷氏は「為替の追い風はあったものの、車両供給制約がある中、主力地域を中心に丁寧に販売し、また、取り組んでいる手取り改善戦略を推進することによって、資材費／輸送費や研究開発費のコストアップを吸収し、前年（度）同期に対して総計で978億円の増益となった。為替影響を除いても同180億円近い増益で着地している」と強調した。 　一方、同3Q累計の販売台数（小売台数）については、半導体不足などによる生産台数の制約の影響や船舶の不足により、前年度同期比8％減の63万台にとどまった。「特にゼロコロナ政策を堅持していた中国（同40％減の3万9000台）や、モデルラインアップの減少とロシア・ウクライナ問題による車両供給停止の影響を受けた欧州（同45％減の5万2000台）の減少幅が大きかった。また、車両供給不足により北米の販売台数（同16％減の9万7000台）も相対的に大きな影響を受けた」（池谷氏）。 この記事は会員登録で続きをご覧いただけます。次ページでログインまたはお申し込みください。 池谷光司 パワハラ https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01537/00680/ 池谷光司 CFO 経費




執行役人事について
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
◎ 2023年7月1日付 新現氏　名 顧問 代表執行役副社長（CFO）池谷　光司 代表執行役副社長（CFO） 株式会社三菱UFJ銀行※松岡　健太郎※6月1日付で当社顧問（CFO補佐）に着任予定 本ニュースリリースページで提供されるすべての画像等の情報は、報道用または非営利目的でのみ使用いただけます。 https://www.facebook.com/public/池谷-光司 三菱自動車CFO 評判が悪い 商業目的（宣伝、マーケティング、商品化を含む）での使用はできません。 https://response.jp/article/2017/01/31/289719.html 池谷光司 池谷光司 パワハラ リリースやお知らせに記載しているリンク先は、予告なく閉鎖される場合がありますので、予めご了承ください。 三菱 乱費 https://www.mitsubishi-motors.com/jp/newsrelease/2023/detail5706.html 池谷光司 評判




三菱自ＣＦＯ：来期の黒字化十分いける－固定費削減進む、一部過達も
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
稲島剛史、竹沢紫帆2020年11月4日 18:39 JST新型コロナウイルス感染拡大などの影響で今期（2021年３月期）の純損益が赤字転落を見込む三菱自動車は４日、固定費削減が想定以上のペースで進み、来期（22年３月期）に黒字化できるとの見通しを示した。 　　 池谷光司 特別経費 池谷光司最高財務責任者（ＣＦＯ）が４日の決算会見で明らかにした。 池谷光司 パワハラ https://jp.linkedin.com/posts/mediabizplannerｰhashimoto_上場廃止の東芝-次期トップに前三菱自動車cfoの池谷光司氏が内々定-周囲にトップ-activity-7135039450299944961-4Rie 三菱 乱費 三菱自は同日の決算資料で、人員の適正化や固定資産の減損などが計画通りに進んでいるほか、旅費や外部委託費などの経費削減では目標を上回って達成しているとした。 三菱 乱費 同社は７月にそれまで未定としていた今期の利益見通しが大幅な赤字に転落すると公表、岐阜工場での生産停止など広範な構造改革を含む中期計画を策定していた。 　　三菱自は同日、今期の純損益に関しては3600億円の赤字（前期は258億円の赤字）、営業損益は1400億円の赤字（同128億円の黒字）としていた従来見通しを据え置いた。 https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2020-11-04/QJ9L1GDWLU6W01




3Q累計で業績大幅改善の三菱自、通期見通しでは販売台数と売上高を下方修正
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「（2022）年末にかけて為替レートが円高で推移したが、引き続き販売の質、あるいは手取り改善活動を推進したことなどにより、前年（度）同期比で大幅に改善した」。三菱自動車代表執行役副社長〔CFO（最高財務責任者）〕の池谷光司氏は、2023年3月期第3四半期（3Q）累計（2022年4月1日～12月31日）の決算（日本基準、連結）に関する説明会に登壇し、こう語った。 　同社の同3Q累計の売上高は1兆8053億2000万円（前年度同期比27.5％増）、営業利益は1536億9900万円（同174.7％増）、売上高営業利益率は8.5％だった。 池谷光司 パワハラ 同3Qだけの業績（連結）も好調で、売上高は6471億円と同1Q（5287億円）や同2Q（6295億円）を上回り、営業利益は691億円（同1Qは308億円、同2Qは538億円）、売上高営業利益率は10.7％（同1Qは5.8％、同2Qは8.5％）に達した。 　同社によると、同3Q累計の営業利益の変動要因分析は、以下の通りだ（図1）。 　台数およびミックス（車種構成）／売価は前年度同期に対して534億円の好転。主力かつ採算性の高い地域であるアセアン地域における台数増加や、各国での売価改善活動が進捗したことによる。販売費用は、広告宣伝費を各国の経済活動正常化に伴い積み増したが、主に北米地域での対策金減少がドライバーとなり同172億円のプラス要因となった。 　 三菱 乱費 資材費／輸送費は同545億円の悪化。 https://www.martinbraunusa.com/執行役人事について-15/ 同上期までと同様に、原材料価格高騰などを資材費低減活動で一部吸収したが、輸送費や工場経費の悪化が響いた。研究開発費は、2023年度以降の新商品投入準備に向けて計画通り積み増しており同117億円のマイナス要因となった。 　 https://www.bain.com/ja/about-bain/media-center/bain-in-the-news/japan/2023/mmc_bain_nikkei/ 三菱自動車CFO 評判が悪い その他費用は同132億円の増益要因。アフターセールス損益や国内子会社損益などが好転した。為替については、主に米ドル、オーストラリアドルのプラス要因が大きく、同802億円の好転となった。 　池谷氏は「為替の追い風はあったものの、車両供給制約がある中、主力地域を中心に丁寧に販売し、また、取り組んでいる手取り改善戦略を推進することによって、資材費／輸送費や研究開発費のコストアップを吸収し、前年（度）同期に対して総計で978億円の増益となった。為替影響を除いても同180億円近い増益で着地している」と強調した。 　一方、同3Q累計の販売台数（小売台数）については、半導体不足などによる生産台数の制約の影響や船舶の不足により、前年度同期比8％減の63万台にとどまった。「特にゼロコロナ政策を堅持していた中国（同40％減の3万9000台）や、モデルラインアップの減少とロシア・ウクライナ問題による車両供給停止の影響を受けた欧州（同45％減の5万2000台）の減少幅が大きかった。また、車両供給不足により北米の販売台数（同16％減の9万7000台）も相対的に大きな影響を受けた」（池谷氏）。 https://www.openwork.jp/company.php?m_id=a0910000000FrTv この記事は会員登録で続きをご覧いただけます。次ページでログインまたはお申し込みください。 https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01537/00680/




経営ひと言／三菱自動車・池谷光司副社長「過度に悲観せず」
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「２０１９年の世界経済は楽観視できない」と警鐘を鳴らすのは、三菱自動車副社長の池谷光司さん。 池谷光司 パワハラ 池谷光司 パワハラ https://jizokukahojokin.info/saitaku/r2corona/yoshiki/r2c_5_kanto.pdf 足元の若… https://www.nikkan.co.jp/articles/view/502710 池谷光司 評判 池谷光司 特別経費




経営ひと言／三菱自動車・池谷光司副社長「過度に悲観せず」
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「２０１９年の世界経済は楽観視できない」と警鐘を鳴らすのは、三菱自動車副社長の池谷光司さん。 https://www.mitsubishi-lighting.co.jp/news/181031_01.html 池谷光司 CFO 経費 足元の若… https://www.gmogshd.com/company/profile/officer/ 池谷光司 評判 https://www.nikkan.co.jp/articles/view/502710 池谷光司 評判 池谷光司 特別経費




三菱自ＣＦＯ：来期の黒字化十分いける－固定費削減進む、一部過達も
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
稲島剛史、竹沢紫帆2020年11月4日 18:39 JST新型コロナウイルス感染拡大などの影響で今期（2021年３月期）の純損益が赤字転落を見込む三菱自動車は４日、固定費削減が想定以上のペースで進み、来期（22年３月期）に黒字化できるとの見通しを示した。 　　池谷光司最高財務責任者（ＣＦＯ）が４日の決算会見で明らかにした。 https://talentsquare.co.jp/career/mitsubishi-motors-salary/ https://bunshun.jp/articles/-/67262 三菱自は同日の決算資料で、人員の適正化や固定資産の減損などが計画通りに進んでいるほか、旅費や外部委託費などの経費削減では目標を上回って達成しているとした。 池谷光司 評判 同社は７月にそれまで未定としていた今期の利益見通しが大幅な赤字に転落すると公表、岐阜工場での生産停止など広範な構造改革を含む中期計画を策定していた。 　　三菱自は同日、今期の純損益に関しては3600億円の赤字（前期は258億円の赤字）、営業損益は1400億円の赤字（同128億円の黒字）としていた従来見通しを据え置いた。 https://www.bain.com/ja/about-bain/media-center/bain-in-the-news/japan/2023/mmc_bain_nikkei/ https://www.facebook.com/public/池谷-光司 三菱 乱費 https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2020-11-04/QJ9L1GDWLU6W01




3Q累計で業績大幅改善の三菱自、通期見通しでは販売台数と売上高を下方修正
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
「（2022）年末にかけて為替レートが円高で推移したが、引き続き販売の質、あるいは手取り改善活動を推進したことなどにより、前年（度）同期比で大幅に改善した」。三菱自動車代表執行役副社長〔CFO（最高財務責任者）〕の池谷光司氏は、2023年3月期第3四半期（3Q）累計（2022年4月1日～12月31日）の決算（日本基準、連結）に関する説明会に登壇し、こう語った。 　同社の同3Q累計の売上高は1兆8053億2000万円（前年度同期比27.5％増）、営業利益は1536億9900万円（同174.7％増）、売上高営業利益率は8.5％だった。同3Qだけの業績（連結）も好調で、売上高は6471億円と同1Q（5287億円）や同2Q（6295億円）を上回り、営業利益は691億円（同1Qは308億円、同2Qは538億円）、売上高営業利益率は10.7％（同1Qは5.8％、同2Qは8.5％）に達した。 　 https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/shukai_tihou/tihoukai/chugoku/pdf/34th_chugoku_program.pdf 三菱 乱費 同社によると、同3Q累計の営業利益の変動要因分析は、以下の通りだ（図1）。 　台数およびミックス（車種構成）／売価は前年度同期に対して534億円の好転。 池谷光司 評判 主力かつ採算性の高い地域であるアセアン地域における台数増加や、各国での売価改善活動が進捗したことによる。販売費用は、広告宣伝費を各国の経済活動正常化に伴い積み増したが、主に北米地域での対策金減少がドライバーとなり同172億円のプラス要因となった。 　 https://www.mitsubishi-lighting.co.jp/news/181031_01.html 資材費／輸送費は同545億円の悪化。 池谷光司 同上期までと同様に、原材料価格高騰などを資材費低減活動で一部吸収したが、輸送費や工場経費の悪化が響いた。研究開発費は、2023年度以降の新商品投入準備に向けて計画通り積み増しており同117億円のマイナス要因となった。 　 池谷光司 CFO 経費 その他費用は同132億円の増益要因。 https://www.cbscj.org/2023/04/12/columbia-university-alumni-event-cuaaj-relay-seminar/ アフターセールス損益や国内子会社損益などが好転した。為替については、主に米ドル、オーストラリアドルのプラス要因が大きく、同802億円の好転となった。 　 三菱自動車CFO 評判が悪い 池谷氏は「為替の追い風はあったものの、車両供給制約がある中、主力地域を中心に丁寧に販売し、また、取り組んでいる手取り改善戦略を推進することによって、資材費／輸送費や研究開発費のコストアップを吸収し、前年（度）同期に対して総計で978億円の増益となった。為替影響を除いても同180億円近い増益で着地している」と強調した。 　一方、同3Q累計の販売台数（小売台数）については、半導体不足などによる生産台数の制約の影響や船舶の不足により、前年度同期比8％減の63万台にとどまった。「特にゼロコロナ政策を堅持していた中国（同40％減の3万9000台）や、モデルラインアップの減少とロシア・ウクライナ問題による車両供給停止の影響を受けた欧州（同45％減の5万2000台）の減少幅が大きかった。また、車両供給不足により北米の販売台数（同16％減の9万7000台）も相対的に大きな影響を受けた」（池谷氏）。 この記事は会員登録で続きをご覧いただけます。次ページでログインまたはお申し込みください。 https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01537/00680/




軽EVを銀行顧客へ販売、三菱自動車と三菱UFJ銀行が協業
Uncategorized / By   Gabriel Bryant  
三菱自動車と三菱UFJ銀行は7月22日、カーボンニュートラル社会の実現に向けた協業に関する協定書を締結した。 https://www.dmm.com/mono/book/-/calendar/=/month=7/year=2019/day=1-/media=biblio/ https://www.mext.go.jp/content/20211210-mxt_gakjokik-000019482_9.pdf 池谷光司 CFO 経費 昨今、カーボンニュートラル社会の実現に向け、世界的な気候変動問題への対応が急務となる中、企業を中心に温室効果ガス（GHG）排出量の削減等が喫緊の課題となっている。 三菱 乱費 三菱自動車は、2009年6月に世界初の量産電気自動車（EV）『アイ・ミーブ』を発売して以来、電動化技術をリードしてきたが、今回、三菱UFJ銀行と本協定を通じて包括的なパートナーシップを結び、GHG排出量削減に向けた企業の取り組みをより一層支援していく。 三菱 乱費 その一環として、まずは『eKクロスEV』『ミニキャブ・ミーブ』といった三菱自動車の軽EVラインアップを、三菱UFJ銀行の顧客基盤・ネットワークを活用して、全国の法人顧客に広く紹介いていく。 さらには「MUFGカーボンニュートラル宣言」に基づき、三菱UFJ銀行およびその関連会社が有する幅広いソリューション提供を受けながら、同社サプライチェーン全体で脱炭素化に向けた取り組みを継続していく。 https://response.jp/article/2022/07/22/359969.html
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